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議員提出議案第１号 

 

鳥取県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき 

議員の数を定める条例の一部を改正する条例 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

 

  令和７年３月24日 

 

 

議員定数等調査検討特別委員会 

 委員長 浜 崎 晋 一 

 

yamadadaisuke
タイプライター
議会資料１

yamadadaisuke
矩形
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鳥
取

県
議

会
議

員
の

定
数

並
び

に
選

挙
区

及
び

各
選

挙
区

に
お

い
て

選
挙

す
べ

き
議

員
の

数
を

定
め

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
 

 

鳥
取

県
議

会
議

員
の

定
数

並
び

に
選

挙
区

及
び

各
選

挙
区

に
お

い
て

選
挙

す
べ

き
議

員
の

数
を

定
め

る
条

例
（

平
成

９
年

鳥
取

県
条

例
第

2
6
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
、

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

 
 

（
議

員
の

定
数

）
 

第
２

条
 

鳥
取

県
議

会
議

員
の

定
数

は
、

3
3
人

と
す

る
。

 

 

（
議

員
の

定
数

）
 

第
２

条
 

鳥
取

県
議

会
議

員
の

定
数

は
、

3
5
人

と
す

る
。

 

（
選

挙
区

及
び

各
選

挙
区

に
お

い
て

選
挙

す
べ

き
議

員
の

数
）

 

第
３

条
 

鳥
取

県
議

会
議

員
の

選
挙

区
及

び
各

選
挙

区
に

お
い

て
選

挙
す

べ

き
議

員
の

数
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

選
挙

区
 

選
挙

す
べ

き

議
員

の
数

 
名

称
 

区
域

 

鳥
取

市
選

挙
区

 
鳥

取
市

の
区

域
 

1
1
人

 

米
子

市
選

挙
区

 
米

子
市

の
区

域
 

８
人

 

倉
吉

市
選

挙
区

 
倉

吉
市

の
区

域
 

３
人

 

境
港

市
選

挙
区

 
境

港
市

の
区

域
 

２
人

 

（
選

挙
区

及
び

各
選

挙
区

に
お

い
て

選
挙

す
べ

き
議

員
の

数
）

 

第
３

条
 

鳥
取

県
議

会
議

員
の

選
挙

区
及

び
各

選
挙

区
に

お
い

て
選

挙
す

べ

き
議

員
の

数
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

選
挙

区
 

選
挙

す
べ

き

議
員

の
数

 
名

称
 

区
域

 

鳥
取

市
選

挙
区

 
鳥

取
市

の
区

域
 

1
2
人

 

米
子

市
選

挙
区

 
米

子
市

の
区

域
 

９
人

 

倉
吉

市
選

挙
区

 
倉

吉
市

の
区

域
 

３
人

 

境
港

市
選

挙
区

 
境

港
市

の
区

域
 

２
人
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岩
美

郡
選

挙
区

 
岩

美
郡

岩
美

町
の

区
域

 
１

人
 

八
頭

郡
選

挙
区

 
八

頭
郡

若
桜

町
、

智
頭

町
及

び

八
頭

町
の

区
域

 

２
人

 

東
伯

郡
選

挙
区

 
東

伯
郡

三
朝

町
、

湯
梨

浜
町

、

琴
浦

町
及

び
北

栄
町

の
区

域
 

３
人

 

西
伯

郡
選

挙
区

 
西

伯
郡

日
吉

津
村

、
大

山
町

、

南
部

町
及

び
伯

耆
町

の
区

域
 

２
人

 

日
野

郡
選

挙
区

 
日

野
郡

日
南

町
、

日
野

町
及

び

江
府

町
の

区
域

 

１
人

 

 

岩
美

郡
選

挙
区

 
岩

美
郡

岩
美

町
の

区
域

 
１

人
 

八
頭

郡
選

挙
区

 
八

頭
郡

若
桜

町
、

智
頭

町
及

び

八
頭

町
の

区
域

 

２
人

 

東
伯

郡
選

挙
区

 
東

伯
郡

三
朝

町
、

湯
梨

浜
町

、

琴
浦

町
及

び
北

栄
町

の
区

域
 

３
人

 

西
伯

郡
選

挙
区

 
西

伯
郡

日
吉

津
村

、
大

山
町

、

南
部

町
及

び
伯

耆
町

の
区

域
 

２
人

 

日
野

郡
選

挙
区

 
日

野
郡

日
南

町
、

日
野

町
及

び

江
府

町
の

区
域

 

１
人

 

 

 
 

附
 

則
 

こ
の

条
例

は
、

次
の

一
般

選
挙

か
ら

施
行

す
る

。
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議員提出議案第２号 

 

   刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

 

  令和７年３月24日 

 

 

広 谷 直 樹       伊 藤   保 

尾 崎   薫       鹿 島   功 

浜 田 一 哉       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       中 島 規 夫 

銀 杏 泰 利 
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刑
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
の

施
行

に
伴

う
関

係
条

例
の

整
理

に
関

す
る

条
例

 

 （
鳥

取
県

議
会

議
員

の
議

員
報

酬
、

期
末

手
当

及
び

費
用

弁
償

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
）

 

第
１

条
 

鳥
取

県
議

会
議

員
の

議
員

報
酬

、
期

末
手

当
及

び
費

用
弁

償
に

関
す

る
条

例
（

平
成

1
9
年

鳥
取

県
条

例
第

4
7
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
、

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

 
 

第
８

条
 

支
給

日
に

期
末

手
当

を
支

給
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

た
議

員
で

当

該
支

給
日

の
前

日
ま

で
の

間
に

退
職

等
と

な
っ

た
も

の
が

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
当

該
期

末
手

当
の

支
給

を
停

止
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
支

給
を

停
止

さ
れ

る
べ

き
で

あ
っ

た
期

末
手

当
で

既
に

支
給

を
受

け
た

も
の

が
あ

る
と

き
は

、
当

該
者

は
、

こ
れ

を
速

や
か

に
返

納
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(
１

)
 

退
職

等
と

な
っ

た
日

か
ら

当
該

支
給

日
の

前
日

ま
で

の
間

に
、

そ

の
者

の
在

職
期

間
中

の
行

為
に

係
る

刑
事

事
件

に
関

し
て

、
そ

の
者

が

起
訴

（
当

該
起

訴
に

係
る

犯
罪

に
つ

い
て

拘
禁

刑
以

上
の

刑
が

定
め

ら

れ
て

い
る

も
の

に
限

り
、

刑
事

訴
訟

法
（

昭
和

2
3
年

法
律

第
1
3
1
号

）
第

６
編

に
規

定
す

る
略

式
手

続
に

よ
る

も
の

を
除

く
。

次
項

に
お

い
て

同

じ
。
）

を
さ

れ
、

そ
の

判
決

が
確

定
し

て
い

な
い

場
合

 

第
８

条
 

支
給

日
に

期
末

手
当

を
支

給
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

た
議

員
で

当

該
支

給
日

の
前

日
ま

で
の

間
に

退
職

等
と

な
っ

た
も

の
が

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
当

該
期

末
手

当
の

支
給

を
停

止
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
支

給
を

停
止

さ
れ

る
べ

き
で

あ
っ

た
期

末
手

当
で

既
に

支
給

を
受

け
た

も
の

が
あ

る
と

き
は

、
当

該
者

は
、

こ
れ

を
速

や
か

に
返

納
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(
１

)
 

退
職

等
と

な
っ

た
日

か
ら

当
該

支
給

日
の

前
日

ま
で

の
間

に
、

そ

の
者

の
在

職
期

間
中

の
行

為
に

係
る

刑
事

事
件

に
関

し
て

、
そ

の
者

が

起
訴

（
当

該
起

訴
に

係
る

犯
罪

に
つ

い
て

禁
錮

以
上

の
刑

が
定

め
ら

れ

て
い

る
も

の
に

限
り

、
刑

事
訴

訟
法

（
昭

和
2
3
年

法
律

第
1
3
1
号

）
第

６

編
に

規
定

す
る

略
式

手
続

に
よ

る
も

の
を

除
く

。
次

項
に

お
い

て
同

じ
。
）

を
さ

れ
、

そ
の

判
決

が
確

定
し

て
い

な
い

場
合
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(
２

)
 

退
職

等
と

な
っ

た
日

か
ら

当
該

支
給

日
の

前
日

ま
で

の
間

に
、

そ

の
者

の
在

職
期

間
中

の
行

為
に

係
る

刑
事

事
件

に
関

し
て

、
そ

の
者

が

逮
捕

（
当

該
逮

捕
に

係
る

犯
罪

に
つ

い
て

拘
禁

刑
以

上
の

刑
が

定
め

ら

れ
て

い
る

も
の

に
限

る
。
）

さ
れ

た
場

合
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

期
末

手
当

の
支

給
停

止
は

、
当

該
支

給
停

止
に

係

る
刑

事
事

件
に

つ
い

て
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

に
至

っ
た

場
合

は
、

こ
れ

を
解

除
す

る
。

た
だ

し
、

第
３

号
に

該
当

す
る

場
合

に
お

い
て

、
当

該
者

の
在

職
期

間
中

の
行

為
に

係
る

刑
事

事
件

に
関

し
現

に
逮

捕
さ

れ
て

い
る

と
き

そ
の

他
支

給
す

る
こ

と
が

支
給

停
止

の
目

的
に

明
ら

か
に

反
す

る
と

議
長

が
認

め
る

と
き

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

(
１

)
 

拘
禁

刑
以

上
の

刑
に

処
せ

ら
れ

な
か

っ
た

場
合

 

(
２

)
・

(
３

)
 

略
 

３
 

第
５

条
第

１
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

支
給

日
に

期
末

手
当

を
支

給

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
た

議
員

で
当

該
支

給
日

の
前

日
ま

で
の

間
に

退
職

等
と

な
っ

た
も

の
が

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号
に

定
め

る
期

末
手

当
は

、
支

給
し

な
い

。
 

(
１

)
 

退
職

等
と

な
っ

た
日

か
ら

当
該

支
給

日
の

前
日

ま
で

の
間

に
拘

禁

刑
以

上
の

刑
に

処
せ

ら
れ

た
場

合
 

当
該

支
給

日
に

係
る

期
末

手
当

 

(
２

)
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
期

末
手

当
の

支
給

停
止

に
係

る
刑

事
事

件

に
つ

い
て

拘
禁

刑
以

上
の

刑
に

処
せ

ら
れ

た
場

合
（

前
項

の
規

定
に

よ

(
２

)
 

退
職

等
と

な
っ

た
日

か
ら

当
該

支
給

日
の

前
日

ま
で

の
間

に
、

そ

の
者

の
在

職
期

間
中

の
行

為
に

係
る

刑
事

事
件

に
関

し
て

、
そ

の
者

が

逮
捕

（
当

該
逮

捕
に

係
る

犯
罪

に
つ

い
て

禁
錮

以
上

の
刑

が
定

め
ら

れ

て
い

る
も

の
に

限
る

。
）

さ
れ

た
場

合
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

期
末

手
当

の
支

給
停

止
は

、
当

該
支

給
停

止
に

係

る
刑

事
事

件
に

つ
い

て
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

に
至

っ
た

場
合

は
、

こ
れ

を
解

除
す

る
。

た
だ

し
、

第
３

号
に

該
当

す
る

場
合

に
お

い
て

、
当

該
者

の
在

職
期

間
中

の
行

為
に

係
る

刑
事

事
件

に
関

し
現

に
逮

捕
さ

れ
て

い
る

と
き

そ
の

他
支

給
す

る
こ

と
が

支
給

停
止

の
目

的
に

明
ら

か
に

反
す

る
と

議
長

が
認

め
る

と
き

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

(
１

)
 

禁
錮

以
上

の
刑

に
処

せ
ら

れ
な

か
っ

た
場

合
 

(
２

)
・

(
３

)
 

略
 

３
 

第
５

条
第

１
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

支
給

日
に

期
末

手
当

を
支

給

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
た

議
員

で
当

該
支

給
日

の
前

日
ま

で
の

間
に

退
職

等
と

な
っ

た
も

の
が

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号
に

定
め

る
期

末
手

当
は

、
支

給
し

な
い

。
 

(
１

)
 

退
職

等
と

な
っ

た
日

か
ら

当
該

支
給

日
の

前
日

ま
で

の
間

に
禁

錮

以
上

の
刑

に
処

せ
ら

れ
た

場
合

 
当

該
支

給
日

に
係

る
期

末
手

当
 

(
２

)
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
期

末
手

当
の

支
給

停
止

に
係

る
刑

事
事

件

に
つ

い
て

禁
錮

以
上

の
刑

に
処

せ
ら

れ
た

場
合

（
前

項
の

規
定

に
よ

り
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り
そ

の
支

給
を

停
止

さ
れ

た
期

末
手

当
を

支
給

す
る

こ
と

と
さ

れ
た

場

合
を

除
く

。
）

 
そ

の
支

給
を

停
止

し
た

期
末

手
当

（
支

給
を

停
止

さ
れ

る
べ

き
で

あ
っ

た
期

末
手

当
で

既
に

支
給

を
受

け
た

も
の

を
含

む
。
）

 

そ
の

支
給

を
停

止
さ

れ
た

期
末

手
当

を
支

給
す

る
こ

と
と

さ
れ

た
場

合

を
除

く
。
）

 
そ

の
支

給
を

停
止

し
た

期
末

手
当

（
支

給
を

停
止

さ
れ

る

べ
き

で
あ

っ
た

期
末

手
当

で
既

に
支

給
を

受
け

た
も

の
を

含
む

。
）

 

 
 

（
鳥

取
県

議
会

個
人

情
報

保
護

条
例

の
一

部
改

正
）

 

第
２

条
 

鳥
取

県
議

会
個

人
情

報
保

護
条

例
（

令
和

４
年

鳥
取

県
条

例
第

3
7
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
、

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

 
 

第
5
5
条

 
職

員
若

し
く

は
職

員
で

あ
っ

た
者

、
第

９
条

第
２

項
若

し
く

は
第

1
5
条

第
５

項
の

委
託

を
受

け
た

業
務

に
従

事
し

て
い

る
者

若
し

く
は

従
事

し
て

い
た

者
又

は
議

会
に

お
い

て
個

人
情

報
、

仮
名

加
工

情
報

若
し

く
は

匿
名

加
工

情
報

の
取

扱
い

に
従

事
し

て
い

る
派

遣
労

働
者

若
し

く
は

従
事

し
て

い
た

派
遣

労
働

者
が

、
正

当
な

理
由

が
な

い
の

に
、

個
人

の
秘

密
に

属
す

る
事

項
が

記
録

さ
れ

た
第

２
条

第
５

項
第

１
号

に
係

る
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
（

そ
の

全
部

又
は

一
部

を
複

製
し

、
又

は
加

工
し

た
も

の
を

含

む
。
）

を
提

供
し

た
と

き
は

、
２

年
以

下
の

拘
禁

刑
又

は
1
0
0
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
 

 

第
5
5
条

 
職

員
若

し
く

は
職

員
で

あ
っ

た
者

、
第

９
条

第
２

項
若

し
く

は
第

1
5
条

第
５

項
の

委
託

を
受

け
た

業
務

に
従

事
し

て
い

る
者

若
し

く
は

従
事

し
て

い
た

者
又

は
議

会
に

お
い

て
個

人
情

報
、

仮
名

加
工

情
報

若
し

く
は

匿
名

加
工

情
報

の
取

扱
い

に
従

事
し

て
い

る
派

遣
労

働
者

若
し

く
は

従
事

し
て

い
た

派
遣

労
働

者
が

、
正

当
な

理
由

が
な

い
の

に
、

個
人

の
秘

密
に

属
す

る
事

項
が

記
録

さ
れ

た
第

２
条

第
５

項
第

１
号

に
係

る
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
（

そ
の

全
部

又
は

一
部

を
複

製
し

、
又

は
加

工
し

た
も

の
を

含

む
。
）

を
提

供
し

た
と

き
は

、
２

年
以

下
の

懲
役

又
は

1
0
0
万

円
以

下
の

罰

金
に

処
す

る
。
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第
5
6
条

 
前

条
に

規
定

す
る

者
が

、
そ

の
業

務
に

関
し

て
知

り
得

た
保

有
個

人
情

報
を

自
己

若
し

く
は

第
三

者
の

不
正

な
利

益
を

図
る

目
的

で
提

供

し
、

又
は

盗
用

し
た

と
き

は
、

１
年

以
下

の
拘

禁
刑

又
は

5
0
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
 

 第
5
7
条

 
職

員
が

そ
の

職
権

を
濫

用
し

て
、

専
ら

そ
の

職
務

の
用

以
外

の
用

に
供

す
る

目
的

で
個

人
の

秘
密

に
属

す
る

事
項

が
記

録
さ

れ
た

文
書

、
図

画
又

は
電

磁
的

記
録

を
収

集
し

た
と

き
は

、
１

年
以

下
の

拘
禁

刑
又

は
5
0

万
円

以
下

の
罰

金
に

処
す

る
。

 

第
5
6
条

 
前

条
に

規
定

す
る

者
が

、
そ

の
業

務
に

関
し

て
知

り
得

た
保

有
個

人
情

報
を

自
己

若
し

く
は

第
三

者
の

不
正

な
利

益
を

図
る

目
的

で
提

供

し
、

又
は

盗
用

し
た

と
き

は
、

１
年

以
下

の
懲

役
又

は
5
0
万

円
以

下
の

罰

金
に

処
す

る
。

 

 第
5
7
条

 
職

員
が

そ
の

職
権

を
濫

用
し

て
、

専
ら

そ
の

職
務

の
用

以
外

の
用

に
供

す
る

目
的

で
個

人
の

秘
密

に
属

す
る

事
項

が
記

録
さ

れ
た

文
書

、
図

画
又

は
電

磁
的

記
録

を
収

集
し

た
と

き
は

、
１

年
以

下
の

懲
役

又
は

5
0
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
 

 
 

附
 

則
 

（
施

行
期

日
）

 

１
 

こ
の

条
例

は
、

令
和

７
年

６
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
罰

則
の

適
用

に
関

す
る

経
過

措
置

）
 

２
 

こ
の

条
例

の
施

行
前

に
し

た
行

為
の

処
罰

に
つ

い
て

は
、

な
お

従
前

の
例

に
よ

る
。

 

（
鳥

取
県

議
会

議
員

の
議

員
報

酬
、

期
末

手
当

及
び

費
用

弁
償

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
に

伴
う

経
過

措
置

）
 

３
 

刑
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
（

令
和

４
年

法
律

第
6
7
号

）
及

び
刑

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

の
施

行
に

伴
う

関
係

法
律

の
整

理
等

に
関

す
る

法
律

（
令

和
４

年
法

律
第

6
8
号

）
並

び
に

こ
の

条
例

（
以

下
こ

れ
ら

を
「

刑
法

等
一

部
改

正
法

等
」

と
い

う
。
）

の
施

行
前

に
犯

し
た

禁
錮

以
上

の
刑

（
死

刑
を

除

く
。
）

が
定

め
ら

れ
て

い
る

罪
に

つ
き

起
訴

を
さ

れ
た

者
は

、
第

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

後
の

鳥
取

県
議

会
議

員
の

議
員

報
酬

、
期

末
手

当
及

び
費

用
弁

償
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に
関

す
る

条
例

（
以

下
「

改
正

後
議

員
報

酬
条

例
」

と
い

う
。
）

第
８

条
第

１
項

（
第

１
号

に
係

る
部

分
に

限
る

。
）

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

拘
禁

刑
が

定
め

ら
れ

て
い

る
罪

に
つ

き
起

訴
を

さ
れ

た
者

と
み

な
す

。
 

４
 

刑
法

等
一

部
改

正
法

等
の

施
行

前
に

犯
し

た
禁

錮
以

上
の

刑
（

死
刑

を
除

く
。
）

が
定

め
ら

れ
て

い
る

罪
を

犯
し

た
疑

い
に

よ
り

逮
捕

さ
れ

た
者

は
、

改
正

後
議

員
報

酬
条

例
第

８
条

第
１

項
（

第
２

号
に

係
る

部
分

に
限

る
。
）

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

拘
禁

刑
が

定
め

ら
れ

て
い

る
罪

を
犯

し
た

疑
い

に
よ

り

逮
捕

さ
れ

た
者

と
み

な
す

。
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議員提出議案第３号 

 

   鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

 

  令和７年３月24日 

 

 

広 谷 直 樹       伊 藤   保 

尾 崎   薫       鹿 島   功 

浜 田 一 哉       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       中 島 規 夫 

銀 杏 泰 利 
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鳥
取

県
議

会
委

員
会

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

 

 

鳥
取

県
議

会
委

員
会

条
例

（
昭

和
3
1
年

鳥
取

県
条

例
第

3
2
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
、

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

 
 

（
常

任
委

員
会

の
名

称
、

委
員

定
数

及
び

所
管

）
 

第
２

条
 

常
任

委
員

会
の

名
称

、
委

員
の

定
数

及
び

所
管

は
、

次
の

と
お

り

と
す

る
。

 

総
務

教
育

常
任

委
員

会
 

９
人

 

令
和

の
改

新
戦

略
本

部
、

総
務

部
、

会
計

管
理

部
、

教
育

委
員

会
、

監

査
委

員
及

び
人

事
委

員
会

に
関

す
る

事
項

並
び

に
他

の
常

任
委

員
会

の
所

管
に

属
し

な
い

事
項

 

福
祉

生
活

病
院

常
任

委
員

会
 

９
人

 

福
祉

保
健

部
、

子
ど

も
家

庭
部

、
生

活
環

境
部

及
び

病
院

局
に

関
す

る

事
項

 

農
林

水
産

商
工

常
任

委
員

会
 

９
人

 

商
工

労
働

部
、

農
林

水
産

部
、

企
業

局
及

び
労

働
委

員
会

に
関

す
る

事

項
 

（
常

任
委

員
会

の
名

称
、

委
員

定
数

及
び

所
管

）
 

第
２

条
 

常
任

委
員

会
の

名
称

、
委

員
の

定
数

及
び

所
管

は
、

次
の

と
お

り

と
す

る
。

 

総
務

教
育

常
任

委
員

会
 

９
人

 

政
策

戦
略

本
部

、
総

務
部

、
会

計
管

理
部

、
教

育
委

員
会

、
監

査
委

員

及
び

人
事

委
員

会
に

関
す

る
事

項
並

び
に

他
の

常
任

委
員

会
の

所
管

に
属

し
な

い
事

項
 

福
祉

生
活

病
院

常
任

委
員

会
 

９
人

 

福
祉

保
健

部
、

子
ど

も
家

庭
部

、
生

活
環

境
部

及
び

病
院

局
に

関
す

る

事
項

 

農
林

水
産

商
工

常
任

委
員

会
 

９
人

 

商
工

労
働

部
、

農
林

水
産

部
、

企
業

局
及

び
労

働
委

員
会

に
関

す
る

事

項
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地
域

県
土

警
察

常
任

委
員

会
 

８
人

 

輝
く

鳥
取

創
造

本
部

、
男

女
協

働
未

来
創

造
本

部
、

危
機

管
理

部
、

地

域
社

会
振

興
部

、
県

土
整

備
部

及
び

警
察

本
部

に
関

す
る

事
項

 

地
域

県
土

警
察

常
任

委
員

会
 

８
人

 

輝
く

鳥
取

創
造

本
部

、
危

機
管

理
部

、
地

域
社

会
振

興
部

、
県

土
整

備

部
及

び
警

察
本

部
に

関
す

る
事

項
 

 
 

附
 

則
 

（
施

行
期

日
）

 
 

１
 

こ
の

条
例

は
、

令
和

７
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
経

過
措

置
）

 

２
 

こ
の

条
例

の
施

行
の

際
現

に
常

任
委

員
会

に
付

議
さ

れ
て

審
査

又
は

調
査

中
の

事
件

は
、

改
正

後
の

鳥
取

県
議

会
委

員
会

条
例

の
規

定
に

よ
り

そ
の

事
件

を

所
管

す
る

常
任

委
員

会
に

付
議

さ
れ

て
い

る
も

の
と

み
な

す
。
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議員提出議案第４号 

 

   鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の 

一部を改正する条例 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

 

  令和７年３月24日 

 

 

広 谷 直 樹       伊 藤   保 

尾 崎   薫       鹿 島   功 

浜 田 一 哉       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       中 島 規 夫 

銀 杏 泰 利 
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鳥
取

県
議

会
議

員
の

議
員

報
酬

、
期

末
手

当
及

び
費

用
弁

償
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
 

 

鳥
取

県
議

会
議

員
の

議
員

報
酬

、
期

末
手

当
及

び
費

用
弁

償
に

関
す

る
条

例
（

平
成

1
9
年

鳥
取

県
条

例
第

4
7
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
、

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

 
 

（
議

員
報

酬
の

支
給

制
限

）
 

第
３

条
 

議
会

の
議

員
が

、
一

の
定

例
会

の
開

会
の

日
か

ら
当

該
定

例
会

の

閉
会

の
日

ま
で

の
間

に
開

か
れ

る
会

議
及

び
委

員
会

（
常

任
委

員
会

、
議

会
運

営
委

員
会

及
び

特
別

委
員

会
を

い
う

。
以

下
同

じ
。
）

の
全

て
を

欠
席

し
た

と
き

は
、

当
該

定
例

会
の

閉
会

の
日

の
属

す
る

月
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

閉
会

月
」

と
い

う
。
）

の
翌

月
か

ら
同

日
後

に
開

催
さ

れ
る

定
例

会
若

し
く

は
臨

時
会

に
お

け
る

会
議

又
は

委
員

会
（

以
下

「
本

会
議

等
」

と
い

う
。
）

の
い

ず
れ

か
に

最
初

に
出

席
し

た
日

の
属

す
る

月
（

閉
会

月
と

同
一

月
で

あ
る

と
き

は
、

そ
の

翌
月

）
ま

で
の

議
員

報
酬

は
、

支
給

し
な

い
。

た
だ

し
、

次
に

掲
げ

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

(
１

)
～

(
３

)
 

略
 

(
４

)
 

育
児

、
介

護
又

は
看

護
の

た
め

に
欠

席
し

た
と

き
。

 

(
５

)
 

略
 

（
議

員
報

酬
の

支
給

制
限

）
 

第
２

条
の

２
 

議
会

の
議

員
が

、
一

の
定

例
会

の
開

会
の

日
か

ら
当

該
定

例

会
の

閉
会

の
日

ま
で

の
間

に
開

か
れ

る
会

議
及

び
委

員
会

（
常

任
委

員

会
、

議
会

運
営

委
員

会
及

び
特

別
委

員
会

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

の
全

て

を
欠

席
し

た
と

き
は

、
当

該
定

例
会

の
閉

会
の

日
の

属
す

る
月

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
閉

会
月

」
と

い
う

。
）

の
翌

月
か

ら
同

日
後

に
開

催
さ

れ

る
定

例
会

若
し

く
は

臨
時

会
に

お
け

る
会

議
又

は
委

員
会

（
以

下
「

本
会

議
等

」
と

い
う

。
）

の
い

ず
れ

か
に

最
初

に
出

席
し

た
日

の
属

す
る

月
（

閉

会
月

と
同

一
月

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
翌

月
）

ま
で

の
議

員
報

酬
は

、
支

給
し

な
い

。
た

だ
し

、
次

に
掲

げ
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

(
１

)
～

(
３

)
 

略
 

(
４

)
 

育
児

又
は

介
護

の
た

め
に

欠
席

し
た

と
き

。
 

(
５

)
 

略
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２
 

略
 

２
 

略
 

 

第
４

条
 

略
 

 （
期

末
手

当
）

 

第
５

条
 

略
 

 

第
２

条
の

３
 

略
 

 （
期

末
手

当
）

 

第
３

条
 

略
 

 

（
期

末
手

当
の

支
給

制
限

）
 

第
６

条
 

略
 

２
 

前
条

第
２

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
対

象
期

間
中

に
第

３
条

第
１

項

若
し

く
は

第
２

項
又

は
第

４
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
議

員
報

酬
を

支
給

さ
れ

な
か

っ
た

月
が

あ
る

場
合

の
期

末
手

当
の

額
は

、
前

項
の

規
定

に
該

当
す

る
場

合
を

除
き

、
前

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

算
定

さ
れ

た
額

に
対

象
期

間
中

の
議

員
報

酬
が

支
給

さ
れ

た
月

数
を

対
象

期
間

に
お

け
る

在
職

期
間

の
月

数
で

除
し

て
得

た
数

を
乗

じ
て

得
た

額
（

そ
の

額
に

１
円

未
満

の
端

数
を

生
じ

た
と

き
は

、
こ

れ
を

切
り

捨
て

た
額

）
と

す
る

。
 

 

（
期

末
手

当
の

支
給

制
限

）
 

第
３

条
の

２
 

略
 

２
 

前
条

第
２

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
対

象
期

間
中

に
第

２
条

の
２

第

１
項

若
し

く
は

第
２

項
又

は
第

２
条

の
３

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
議

員
報

酬
を

支
給

さ
れ

な
か

っ
た

月
が

あ
る

場
合

の
期

末
手

当
の

額
は

、
前

項
の

規
定

に
該

当
す

る
場

合
を

除
き

、
前

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

算
定

さ
れ

た
額

に
対

象
期

間
中

の
議

員
報

酬
が

支
給

さ
れ

た
月

数
を

対
象

期
間

に
お

け
る

在
職

期
間

の
月

数
で

除
し

て
得

た
数

を
乗

じ
て

得
た

額
（

そ
の

額
に

１
円

未
満

の
端

数
を

生
じ

た
と

き
は

、
こ

れ
を

切
り

捨
て

た
額

）
と

す

る
。

 

 

第
７

条
 

期
末

手
当

の
う

ち
、

第
５

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

算
定

さ
れ

た

額
に

対
象

期
間

中
の

第
４

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

議
員

報
酬

の
支

給
を

第
３

条
の

３
 

期
末

手
当

の
う

ち
、

第
３

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

算
定

さ

れ
た

額
に

対
象

期
間

中
の

第
２

条
の

３
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

議
員

報
酬
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停
止

さ
れ

た
月

（
支

給
を

停
止

さ
れ

る
べ

き
で

あ
っ

た
月

分
の

議
員

報
酬

で
既

に
支

給
を

受
け

た
も

の
が

あ
る

と
き

は
、

当
該

月
を

含
む

。
）

数
を

対

象
期

間
に

お
け

る
在

職
期

間
の

月
数

で
除

し
て

得
た

数
を

乗
じ

て
得

た
額

（
そ

の
額

に
１

円
未

満
の

端
数

を
生

じ
た

と
き

は
、

こ
れ

を
切

り
捨

て
た

額
）

に
相

当
す

る
部

分
は

、
そ

の
支

給
を

停
止

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

支
給

を
停

止
さ

れ
る

べ
き

で
あ

っ
た

部
分

の
期

末
手

当
で

既
に

支
給

を
受

け
た

も
の

が
あ

る
と

き
は

、
当

該
議

員
は

、
こ

れ
を

速
や

か
に

返
納

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

第
４

条
第

２
項

の
規

定
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
期

末
手

当
の

支
給

停

止
の

解
除

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
 

 

の
支

給
を

停
止

さ
れ

た
月

（
支

給
を

停
止

さ
れ

る
べ

き
で

あ
っ

た
月

分
の

議
員

報
酬

で
既

に
支

給
を

受
け

た
も

の
が

あ
る

と
き

は
、

当
該

月
を

含

む
。
）

数
を

対
象

期
間

に
お

け
る

在
職

期
間

の
月

数
で

除
し

て
得

た
数

を
乗

じ
て

得
た

額
（

そ
の

額
に

１
円

未
満

の
端

数
を

生
じ

た
と

き
は

、
こ

れ
を

切
り

捨
て

た
額

）
に

相
当

す
る

部
分

は
、

そ
の

支
給

を
停

止
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
支

給
を

停
止

さ
れ

る
べ

き
で

あ
っ

た
部

分
の

期
末

手
当

で
既

に
支

給
を

受
け

た
も

の
が

あ
る

と
き

は
、

当
該

議
員

は
、

こ
れ

を
速

や
か

に
返

納
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

第
２

条
の

３
第

２
項

の
規

定
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
期

末
手

当
の

支

給
停

止
の

解
除

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
 

 

第
８

条
 

略
 

２
 

略
 

３
 

第
５

条
第

１
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

支
給

日
に

期
末

手
当

を
支

給

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
た

議
員

で
当

該
支

給
日

の
前

日
ま

で
の

間
に

退
職

等
と

な
っ

た
も

の
が

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号
に

定
め

る
期

末
手

当
は

、
支

給
し

な
い

。
 

(
１

)
・

(
２

)
 

略
 

 

第
３

条
の

４
 

略
 

２
 

略
 

３
 

第
３

条
第

１
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

支
給

日
に

期
末

手
当

を
支

給

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
た

議
員

で
当

該
支

給
日

の
前

日
ま

で
の

間
に

退
職

等
と

な
っ

た
も

の
が

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号
に

定
め

る
期

末
手

当
は

、
支

給
し

な
い

。
 

(
１

)
・

(
２

)
 

略
 

 

 
（

議
会

に
よ

る
検

討
）
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        （
費

用
弁

償
）

 

第
９

条
 

略
 

第
４

条
 

議
会

又
は

そ
の

議
員

が
行

う
議

員
報

酬
等

の
額

そ
の

他
の

議
員

報

酬
等

に
関

す
る

制
度

の
改

正
の

必
要

性
の

検
討

に
つ

い
て

必
要

な
事

項

は
、

議
会

が
別

に
定

め
る

。
 

 （
議

員
報

酬
等

の
支

給
）

 

第
５

条
 

第
２

条
か

ら
前

条
ま

で
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
議

員
報

酬
等

の

支
給

に
関

し
必

要
な

事
項

は
、

議
長

が
別

に
定

め
る

。
 

 （
費

用
弁

償
）

 

第
６

条
 

略
 

 

（
旅

費
の

支
給

）
 

第
1
0
条

 
略

 

 

（
旅

費
）

 

第
７

条
 

略
 

２
 

議
会

の
議

員
に

支
給

す
る

旅
費

の
額

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

区
分

に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
額

と
す

る
。

た
だ

し
、

前
項

第
２

号
及

び
第

３
号

の
旅

行
に

つ
い

て
は

、
第

１
号

に
定

め
る

鉄
道

賃
、

第
４

号
に

定
め

る
車

賃
及

び
第

６
号

に
定

め
る

宿
泊

料
の

額
の

合
計

額
と

す
る

。
 

(
１

)
 

鉄
道

賃
 

現
に

支
払

っ
た

旅
客

運
賃

及
び

急
行

料
金

、
特

別
車

両

料
金

並
び

に
座

席
指

定
料

金
に

よ
る

額
 

(
２

)
 

船
賃

 
旅

客
運

賃
（

旅
客

運
賃

の
等

級
を

３
階

級
に

区
分

す
る

船
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舶
又

は
旅

客
運

賃
の

等
級

を
２

階
級

に
区

分
す

る
船

舶
に

よ
る

旅
行

の

場
合

に
は

、
上

級
の

旅
客

運
賃

）
、

寝
台

料
金

、
特

別
船

室
料

金
及

び
座

席
指

定
料

金
に

よ
る

額
 

(
３

)
 

航
空

賃
 

現
に

支
払

っ
た

旅
客

運
賃

に
よ

る
額

 

(
４

)
 

車
賃

 
現

に
支

払
っ

た
旅

客
運

賃
に

よ
る

額
（

自
家

用
自

動
車

を

利
用

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

１
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
当

た
り

2
5
円

に
よ

り

算
定

し
た

額
）

 

(
５

)
 

日
当

 
次

に
掲

げ
る

旅
行

１
日

に
つ

き
3
,
0
0
0
円

 

ア
 

県
内

以
外

の
地

域
に

お
け

る
旅

行
で

、
当

該
旅

行
中

の
夜

数
（

県

内
の

地
域

に
お

け
る

も
の

を
除

く
。
）

が
１

以
上

で
あ

る
も

の
 

イ
 

１
日

の
旅

行
（

県
内

以
外

の
地

域
に

お
け

る
旅

行
を

含
む

も
の

に

限
る

。
）

で
、

用
務

終
了

後
帰

着
す

る
時

刻
が

午
後

９
時

以
降

に
な

る

も
の

（
ア

に
掲

げ
る

旅
行

を
除

く
。
）

 

(
６

)
 

宿
泊

料
 

次
に

掲
げ

る
宿

泊
先

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
次

に

定
め

る
額

 

ア
 

東
京

都
、

大
阪

市
、

名
古

屋
市

、
横

浜
市

、
京

都
市

及
び

神
戸

市

の
う

ち
国

家
公

務
員

等
の

旅
費

支
給

規
程

（
昭

和
2
5
年

大
蔵

省
令

第

4
5
号

）
第

1
4
条

で
定

め
る

地
域

並
び

に
こ

れ
ら

に
準

ず
る

地
域

で
同

令
第

1
5
条

で
定

め
る

も
の

 
１

夜
に

つ
き

1
4
,
8
0
0
円

 

イ
 

鳥
取

県
の

区
域

内
 

１
夜

に
つ

き
1
1
,
7
0
0
円
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ウ
 

ア
及

び
イ

に
掲

げ
る

地
域

以
外

の
地

域
 

１
夜

に
つ

き
1
3
,
3
0
0
円

 

(
７

)
 

食
卓

料
 

１
夜

に
つ

き
3
,
0
0
0
円

 

(
８

)
 

外
国

旅
行

の
旅

費
 

国
家

公
務

員
の

外
国

旅
行

の
旅

費
（

国
家

公

務
員

等
の

旅
費

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
2
5
年

法
律

第
1
1
4
号

）
第

６
条

第

1
2
項

に
規

定
す

る
支

度
料

及
び

同
条

第
1
6
項

に
定

め
る

旅
行

手
当

を
除

く
。
）

の
例

に
よ

る
額

 

２
 

議
会

の
議

員
が

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
は

、
当

該

各
号

に
掲

げ
る

者
に

対
し

、
旅

費
を

支
給

す
る

。
 

(
１

)
 

議
会

の
議

員
が

公
務

の
た

め
の

内
国

旅
行

（
本

邦
（

本
州

、
北

海

道
、

四
国

、
九

州
及

び
こ

れ
ら

に
附

属
す

る
島

の
存

す
る

領
域

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

に
お

け
る

旅
行

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

中
に

退
職

等
と

な
っ

た
場

合
（

当
該

退
職

等
に

伴
う

旅
行

を
必

要
と

し
な

い
場

合

を
除

く
。

)
 

当
該

議
員

 

(
２

)
 

議
会

の
議

員
が

公
務

の
た

め
の

内
国

旅
行

中
に

死
亡

し
た

場
合

 

 
当

該
議

員
の

遺
族

（
議

会
の

議
員

の
配

偶
者

（
婚

姻
の

届
出

を
し

て
い

な
い

が
、

事
実

上
婚

姻
関

係
と

同
様

の
事

情
に

あ
る

者
を

含
む

。
以

下

同
じ

。
）
、

子
、

父
母

、
孫

、
祖

父
母

及
び

兄
弟

姉
妹

並
び

に
議

会
の

議

員
の

死
亡

当
時

議
会

の
議

員
と

生
計

を
一

に
し

て
い

た
他

の
親

族
を

い

う
。

以
下

同
じ

。
）

 

(
３

)
 

議
会

の
議

員
が

公
務

の
た

め
の

外
国

旅
行

（
本

邦
と

外
国

（
本

邦
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以
外

の
領

域
（

公
海

を
含

む
。
）

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

と
の

間
に

お

け
る

旅
行

及
び

外
国

に
お

け
る

旅
行

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

中
に

退
職

等
と

な
っ

た
場

合
（

当
該

退
職

等
に

伴
う

旅
行

を
必

要
と

し
な

い
場

合

を
除

く
。
）

 
当

該
議

員
 

(
４

)
 

議
会

の
議

員
が

公
務

の
た

め
の

外
国

旅
行

中
に

死
亡

し
た

場
合

 

 
当

該
議

員
の

遺
族

 

３
 

前
２

項
の

規
定

に
よ

り
旅

費
の

支
給

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

者
が

、

次
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
旅

行
命

令
の

変
更

（
取

消
し

を
含

む
。

以
下

同
じ

。
）

を
受

け
、

又
は

死
亡

し
た

場
合

そ
の

他
議

長
が

定
め

る
場

合
に

は
、

当
該

旅
行

の
た

め
既

に
支

出
し

た
金

額
の

う
ち

そ
の

者
の

損
失

と
な

る
金

額
又

は
支

出
を

要
す

る
金

額
で

議
長

が
定

め
る

も
の

を
旅

費
と

し
て

支
給

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

４
 

第
１

項
又

は
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

旅
費

の
支

給
を

受
け

る
こ

と
が

で

き
る

者
が

、
旅

行
中

交
通

機
関

の
事

故
又

は
天

災
そ

の
他

の
当

該
者

の
責

め
に

帰
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

事
情

に
よ

り
概

算
払

を
受

け
た

旅
費

額

（
概

算
払

を
受

け
な

か
っ

た
場

合
に

は
、

概
算

払
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

た
旅

費
額

に
相

当
す

る
金

額
）

の
全

部
又

は
一

部
を

喪
失

し
た

場
合

に

は
、

そ
の

喪
失

し
た

旅
費

額
の

範
囲

内
で

議
長

が
定

め
る

金
額

を
旅

費
と

し
て

支
給

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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（
旅

行
命

令
）

 

第
1
1
条

 
前

条
第

１
項

第
１

号
の

旅
行

（
以

下
「

公
務

旅
行

」
と

い
う

。
）

は
、

議
長

の
発

す
る

旅
行

命
令

に
よ

っ
て

行
わ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

議
長

は
、

電
信

、
電

話
、

郵
便

等
の

通
信

に
よ

る
連

絡
手

段
に

よ
っ

て

は
公

務
の

円
滑

な
遂

行
を

図
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
で

、
か

つ
、

予
算

上
旅

費
の

支
出

が
可

能
で

あ
る

場
合

に
限

り
、

旅
行

命
令

を
発

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

３
 

議
長

は
、

既
に

発
し

た
旅

行
命

令
の

変
更

を
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め

る
場

合
で

、
前

項
の

規
定

に
該

当
す

る
場

合
に

は
、

自
ら

又
は

次
条

第
１

項
若

し
く

は
第

２
項

の
規

定
に

よ
る

旅
行

者
の

申
請

に
基

づ
き

、
そ

の
変

更
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

４
 

議
長

は
、

旅
行

命
令

を
発

し
、

又
は

そ
の

変
更

を
す

る
に

は
、

旅
行

命

令
簿

に
議

長
が

定
め

る
事

項
の

記
載

を
し

、
当

該
事

項
を

当
該

旅
行

者
に

通
知

し
て

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

旅
行

命
令

簿
に

当
該

事
項

の
記

載
を

す
る

い
と

ま
が

な
い

場
合

に
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

５
 

前
項

た
だ

し
書

の
規

定
に

よ
り

旅
行

命
令

簿
に

記
載

を
し

な
か

っ
た

場

合
に

は
、

で
き

る
だ

け
速

や
か

に
旅

行
命

令
簿

に
前

項
に

定
め

る
事

項
の

記
載

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

 

（
旅

行
命

令
に

従
わ

な
い

旅
行

）
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第
1
2
条

 
旅

行
者

は
、

公
務

上
の

必
要

又
は

天
災

そ
の

他
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
り

旅
行

命
令

（
前

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

変
更

を
受

け
た

旅
行

命
令

を
含

む
。

以
下

こ
の

条
に

お
い

て
同

じ
。
）

に
従

っ
て

旅
行

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
に

は
、

あ
ら

か
じ

め
議

長
に

旅
行

命
令

の
変

更
の

申
請

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

旅
行

者
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
旅

行
命

令
の

変
更

の
申

請
を

す
る

い

と
ま

が
な

い
場

合
に

は
、

旅
行

命
令

に
従

わ
な

い
で

旅
行

し
た

後
、

で
き

る
だ

け
速

や
か

に
議

長
に

旅
行

命
令

の
変

更
の

申
請

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

３
 

旅
行

者
が

、
前

２
項

の
規

定
に

よ
る

旅
行

命
令

の
変

更
の

申
請

を
せ

ず
、

又
は

申
請

を
し

た
が

そ
の

変
更

が
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

旅
行

命
令

に
従

わ
な

い
で

旅
行

し
た

と
き

は
、

当
該

旅
行

者
は

、
旅

行
命

令
に

従
っ

た
限

度
の

旅
行

に
対

す
る

旅
費

の
み

の
支

給
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 （
旅

費
の

種
目

）
 

第
1
3
条

 
旅

費
の

種
目

は
、

鉄
道

賃
、

船
賃

、
航

空
賃

、
そ

の
他

の
交

通

費
、

宿
泊

費
、

包
括

宿
泊

費
、

宿
泊

手
当

、
渡

航
雑

費
及

び
死

亡
手

当
と

す
る

。
 

２
 

鉄
道

賃
は

、
鉄

道
（

鉄
道

事
業

法
（

昭
和

6
1
年

法
律

第
9
2
号

）
第

２
条
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第
１

項
に

規
定

す
る

鉄
道

事
業

の
用

に
供

す
る

鉄
道

、
軌

道
法

（
大

正
1
0

年
法

律
第

7
6
号

）
第

１
条

第
１

項
に

規
定

す
る

軌
道

及
び

こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の
並

び
に

外
国

に
お

け
る

こ
れ

ら
に

相
当

す
る

も
の

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

を
利

用
す

る
移

動
に

要
す

る
費

用
と

す
る

。
 

３
 

船
賃

は
、

船
舶

（
海

上
運

送
法

（
昭

和
2
4
年

法
律

第
1
8
7
号

）
第

２
条

第

２
項

に
規

定
す

る
船

舶
運

航
事

業
の

用
に

供
す

る
船

舶
及

び
こ

れ
に

類
す

る
も

の
並

び
に

外
国

に
お

け
る

こ
れ

ら
に

相
当

す
る

も
の

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

を
利

用
す

る
移

動
に

要
す

る
費

用
と

す
る

。
 

４
 

航
空

賃
は

、
航

空
機

（
航

空
法

（
昭

和
2
7
年

法
律

第
2
3
1
号

）
第

２
条

第

1
8
項

に
規

定
す

る
航

空
運

送
事

業
の

用
に

供
す

る
航

空
機

及
び

こ
れ

に
類

す
る

も
の

並
び

に
外

国
に

お
け

る
こ

れ
ら

に
相

当
す

る
も

の
を

い
う

。
以

下
同

じ
。
）

を
利

用
す

る
移

動
に

要
す

る
費

用
と

す
る

。
 

５
 

そ
の

他
の

交
通

費
は

、
鉄

道
、

船
舶

及
び

航
空

機
以

外
を

利
用

す
る

移

動
に

要
す

る
費

用
と

す
る

。
 

６
 

宿
泊

費
は

、
旅

行
中

の
宿

泊
に

要
す

る
費

用
と

す
る

。
 

７
 

包
括

宿
泊

費
は

、
移

動
及

び
宿

泊
に

対
す

る
一

体
の

対
価

と
し

て
支

払

わ
れ

る
費

用
と

す
る

。
 

８
 

宿
泊

手
当

は
、

宿
泊

を
伴

う
旅

行
に

必
要

な
諸

雑
費

に
充

て
る

た
め

の

費
用

と
す

る
。

 

９
 

渡
航

雑
費

は
、

外
国

旅
行

に
要

す
る

雑
費

と
す

る
。
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1
0
 

死
亡

手
当

は
、

議
会

の
議

員
の

外
国

に
お

け
る

死
亡

（
第

1
0
条

第
２

項

第
４

号
に

規
定

す
る

場
合

に
限

る
。
）

に
伴

う
諸

雑
費

に
充

て
る

た
め

の
費

用
と

す
る

。
 

 （
旅

費
の

計
算

）
 

第
1
4
条

 
旅

費
は

、
旅

行
に

要
す

る
実

費
を

弁
償

す
る

た
め

の
も

の
と

し
て

最
も

経
済

的
な

通
常

の
経

路
及

び
方

法
に

よ
り

旅
行

し
た

場
合

に
よ

っ
て

計
算

す
る

。
た

だ
し

、
公

務
上

の
必

要
又

は
天

災
そ

の
他

や
む

を
得

な
い

事
情

に
よ

り
最

も
経

済
的

な
通

常
の

経
路

又
は

方
法

に
よ

っ
て

旅
行

し
が

た
い

場
合

に
は

、
そ

の
現

に
よ

っ
た

経
路

及
び

方
法

に
よ

っ
て

計
算

す

る
。

 

 

 

（
鉄

道
賃

）
 

第
1
5
条

 
鉄

道
賃

の
額

は
、

次
に

掲
げ

る
費

用
（

第
２

号
か

ら
第

６
号

ま
で

に
掲

げ
る

費
用

は
、

第
１

号
に

掲
げ

る
運

賃
に

加
え

て
別

に
支

払
う

も
の

で
あ

っ
て

、
公

務
の

た
め

特
に

必
要

と
す

る
も

の
に

限
る

。
）

の
額

の
合

計

額
と

す
る

。
 

(
１

)
 

運
賃

 

(
２

)
 

急
行

料
金

 

(
３

)
 

寝
台

料
金
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(
４

)
 

座
席

指
定

料
金

 

(
５

)
 

特
別

車
両

料
金

 

(
６

)
 

前
各

号
に

掲
げ

る
費

用
に

付
随

す
る

費
用

 

２
 

前
項

第
１

号
に

掲
げ

る
運

賃
の

額
の

上
限

は
、

運
賃

の
等

級
が

区
分

さ

れ
た

鉄
道

に
よ

り
移

動
す

る
と

き
は

最
上

級
の

運
賃

の
額

と
す

る
。

 

 （
船

賃
）

 

第
1
6
条

 
船

賃
の

額
は

、
次

に
掲

げ
る

費
用

（
第

２
号

か
ら

第
５

号
ま

で
に

掲
げ

る
費

用
は

、
第

１
号

に
掲

げ
る

運
賃

に
加

え
て

別
に

支
払

う
も

の
で

あ
っ

て
、

公
務

の
た

め
特

に
必

要
と

す
る

も
の

に
限

る
。
）

の
額

の
合

計
額

と
す

る
。

 

(
１

)
 

運
賃

 

(
２

)
 

寝
台

料
金

 

(
３

)
 

座
席

指
定

料
金

 

(
４

)
 

特
別

船
室

料
金

 

(
５

)
 

前
各

号
に

掲
げ

る
費

用
に

付
随

す
る

費
用

 

２
 

前
項

第
１

号
に

掲
げ

る
運

賃
の

額
の

上
限

は
、

運
賃

の
等

級
が

区
分

さ

れ
た

船
舶

に
よ

り
移

動
す

る
と

き
は

最
上

級
の

運
賃

の
額

と
す

る
。

 

 

 

（
航

空
賃

）
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第
1
7
条

 
航

空
賃

の
額

は
、

次
に

掲
げ

る
費

用
（

第
２

号
及

び
第

３
号

に
掲

げ
る

費
用

は
、

第
１

号
に

掲
げ

る
運

賃
に

加
え

て
別

に
支

払
う

も
の

で
あ

っ
て

、
公

務
の

た
め

特
に

必
要

と
す

る
も

の
に

限
る

。
）

の
額

の
合

計
額

と

す
る

。
 

(
１

)
 

運
賃

 

(
２

)
 

座
席

指
定

料
金

 

(
３

)
 

前
２

号
に

掲
げ

る
費

用
に

付
随

す
る

費
用

 

２
 

内
国

旅
行

に
お

け
る

前
項

第
１

号
に

掲
げ

る
運

賃
の

額
の

上
限

は
、

運

賃
の

等
級

が
区

分
さ

れ
た

航
空

機
に

よ
り

移
動

す
る

と
き

は
最

下
級

の
運

賃
の

額
と

す
る

。
 

３
 

外
国

旅
行

に
お

け
る

第
１

項
第

１
号

に
掲

げ
る

運
賃

の
額

の
上

限
は

、

公
務

上
の

必
要

性
、

旅
行

に
伴

う
身

体
へ

の
負

担
等

を
勘

案
し

て
議

長
が

別
に

定
め

る
額

と
す

る
。

 

 （
そ

の
他

の
交

通
費

）
 

第
1
8
条

 
そ

の
他

の
交

通
費

の
額

は
、

次
に

掲
げ

る
費

用
（

第
２

号
か

ら
第

６
号

ま
で

に
掲

げ
る

費
用

は
、

公
務

の
た

め
特

に
必

要
と

す
る

も
の

に
限

る
。
）

の
額

の
合

計
額

と
す

る
。

 

(
１

)
 

道
路

運
送

法
（

昭
和

2
6
年

法
律

第
1
8
3
号

）
第

３
条

第
１

号
イ

に
掲

げ
る

一
般

乗
合

旅
客

自
動

車
運

送
事

業
（

路
線

を
定

め
て

定
期

に
運

航
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す
る

自
動

車
に

よ
り

乗
合

旅
客

の
運

送
を

行
う

も
の

に
限

る
。
）

の
用

に

供
す

る
自

動
車

（
外

国
に

お
け

る
こ

れ
に

相
当

す
る

も
の

を
含

む
。
）

を

利
用

す
る

移
動

に
要

す
る

運
賃

 

(
２

)
 

道
路

運
送

法
第

３
条

第
１

号
ハ

に
掲

げ
る

一
般

乗
用

旅
客

自
動

車

運
送

事
業

の
用

に
供

す
る

自
動

車
（

外
国

に
お

け
る

こ
れ

に
相

当
す

る

も
の

を
含

む
。
）

そ
の

他
の

旅
客

を
運

送
す

る
交

通
手

段
（

前
号

に
規

定

す
る

自
動

車
を

除
く

。
）

を
利

用
す

る
移

動
に

要
す

る
運

賃
 

(
３

)
 

前
２

号
に

掲
げ

る
運

賃
以

外
の

費
用

で
あ

っ
て

、
道

路
運

送
法

第

8
0
条

第
１

項
の

許
可

を
受

け
て

業
と

し
て

有
償

で
貸

し
渡

す
自

家
用

自

動
車

（
外

国
に

お
け

る
こ

れ
に

相
当

す
る

も
の

を
含

む
。
）

の
賃

料
そ

の

他
の

移
動

に
直

接
要

す
る

費
用

 

(
４

)
 

前
３

号
に

掲
げ

る
費

用
に

付
随

す
る

費
用

 

(
５

)
 

議
長

が
私

有
自

動
車

等
（

道
路

交
通

法
（

昭
和

3
5
年

法
律

第
1
0
5

号
）

第
２

条
第

１
項

第
９

号
に

規
定

す
る

自
動

車
又

は
同

項
第

1
0
号

に

規
定

す
る

原
動

機
付

自
転

車
（

公
用

の
も

の
を

除
く

。
）

で
議

会
の

議
員

が
使

用
す

る
も

の
を

い
う

。
以

下
こ

の
号

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
よ

り
移

動
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
た

旅
行

に
お

け
る

私
有

自
動

車
等

を
利

用

す
る

移
動

１
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
に

つ
き

2
5
円

 

(
６

)
 

有
料

の
道

路
又

は
有

料
の

駐
車

場
の

利
用

に
要

す
る

費
用
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（
宿

泊
費

）
 

第
1
9
条

 
宿

泊
費

の
額

は
、

地
域

の
実

情
を

勘
案

し
て

議
長

が
定

め
る

額

（
以

下
「

宿
泊

費
基

準
額

」
と

い
う

。
）

と
す

る
。

た
だ

し
、

宿
泊

に
係

る

特
別

な
事

情
が

あ
る

場
合

と
し

て
議

長
が

定
め

る
場

合
は

、
当

該
宿

泊
に

要
す

る
費

用
の

額
と

す
る

。
 

 

 

（
包

括
宿

泊
費

）
 

第
2
0
条

 
包

括
宿

泊
費

の
額

は
、

移
動

に
係

る
第

1
5
条

か
ら

第
1
8
条

ま
で

の

規
定

に
よ

る
額

及
び

宿
泊

に
係

る
宿

泊
費

基
準

額
の

合
計

額
と

す
る

。
 

 

 

（
宿

泊
手

当
）

 

第
2
1
条

 
宿

泊
手

当
の

額
は

、
通

常
要

す
る

費
用

の
額

を
勘

案
し

て
議

長
が

定
め

る
一

夜
当

た
り

の
定

額
と

す
る

。
 

２
 

宿
泊

手
当

の
額

は
、

第
1
9
条

又
は

前
条

の
規

定
に

よ
り

支
給

さ
れ

る
宿

泊
費

又
は

包
括

宿
泊

費
に

つ
い

て
次

の
各

号
に

掲
げ

る
場

合
に

該
当

す
る

と
き

は
、

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

各
号

に
掲

げ
る

額
と

す

る
。

 

(
１

)
 

朝
食

又
は

夕
食

に
係

る
費

用
の

い
ず

れ
か

に
相

当
す

る
も

の
が

含

ま
れ

る
場

合
 

前
項

に
定

め
る

定
額

の
３

分
の

２
の

額
 

(
２

)
 

朝
食

及
び

夕
食

に
係

る
費

用
に

相
当

す
る

も
の

が
含

ま
れ

る
場

合
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前
項

に
定

め
る

定
額

の
３

分
の

１
の

額
 

３
 

移
動

中
に

宿
泊

す
る

場
合

の
宿

泊
手

当
の

額
は

、
当

該
移

動
の

到
着

地

に
応

じ
、

第
１

項
に

定
め

る
額

と
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

移
動

に
係

る
第

1
5
条

か
ら

第
1
8
条

ま
で

の
規

定
に

よ
り

支
給

さ
れ

る
鉄

道
賃

、
船

賃
、

航

空
賃

又
は

そ
の

他
の

交
通

費
（

包
括

宿
泊

費
の

う
ち

こ
れ

ら
に

相
当

す
る

も
の

を
含

む
。
）

に
食

費
に

相
当

す
る

も
の

が
含

ま
れ

る
場

合
は

、
当

該
額

の
３

分
の

１
の

額
と

す
る

。
 

４
 

旅
行

者
が

、
旅

行
中

自
宅

（
住

所
又

は
居

所
若

し
く

は
こ

れ
に

相
当

す

る
場

所
を

い
う

。
）

に
宿

泊
す

る
場

合
は

、
前

３
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

宿
泊

手
当

は
支

給
し

な
い

。
 

 （
渡

航
雑

費
）

 

第
2
2
条

 
渡

航
雑

費
の

額
は

、
国

家
公

務
員

の
外

国
旅

行
の

旅
費

の
例

に
よ

る
額

と
す

る
。

 

 

 

（
死

亡
手

当
）

 

第
2
3
条

 
死

亡
手

当
の

額
は

、
国

家
公

務
員

の
外

国
旅

行
の

旅
費

の
例

に
よ

る
額

と
す

る
。

 

 

 

（
退

職
者

等
の

旅
費

）
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第
2
4
条

 
第

1
0
条

第
２

項
第

１
号

又
は

第
３

号
の

規
定

に
よ

り
支

給
す

る
旅

費
は

、
退

職
等

の
日

の
翌

日
か

ら
３

月
以

内
に

お
け

る
当

該
退

職
等

に
伴

う
旅

行
に

つ
い

て
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

区
分

に
応

じ
て

、
当

該
各

号
に

定
め

る
旅

費
と

す
る

。
 

(
１

)
 

第
1
0
条

第
２

項
第

１
号

の
規

定
に

よ
り

支
給

す
る

旅
費

 
内

国
旅

行
の

例
に

準
じ

、
議

会
の

議
員

と
し

て
退

職
等

の
日

に
い

た
地

か
ら

旧

在
勤

地
に

旅
行

す
る

も
の

と
し

て
計

算
し

た
旅

費
 

(
２

)
 

第
1
0
条

第
２

項
第

３
号

の
規

定
に

よ
り

支
給

す
る

旅
費

 
外

国
旅

行
の

例
に

準
じ

、
議

会
の

議
員

と
し

て
旅

行
先

の
地

か
ら

本
邦

内
の

地

に
旅

行
す

る
も

の
と

し
て

計
算

し
た

旅
費

 

２
 

議
長

は
、

天
災

そ
の

他
や

む
を

得
な

い
事

情
が

あ
る

場
合

に
は

、
前

項

に
規

定
す

る
期

間
を

延
長

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 （
遺

族
の

旅
費

）
 

第
2
5
条

 
第

1
0
条

第
２

項
第

２
号

又
は

第
４

号
の

規
定

に
よ

り
支

給
す

る
旅

費
は

、
死

亡
手

当
の

ほ
か

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
区

分
に

応
じ

て
、

当
該

各
号

に
定

め
る

旅
費

と
す

る
。

 

(
１

)
 

第
1
0
条

第
２

項
第

２
号

の
規

定
に

よ
り

支
給

す
る

旅
費

 
内

国
旅

行
の

例
に

準
じ

、
議

会
の

議
員

が
遺

族
の

居
住

地
（

外
国

在
住

の
遺

族

の
場

合
に

は
、

本
邦

に
お

け
る

外
国

か
ら

の
到

着
地

）
と

死
亡

地
と

の
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間
を

往
復

す
る

も
の

と
し

て
計

算
し

た
旅

費
 

(
２

)
 

第
1
0
条

第
２

項
第

４
号

の
規

定
に

よ
り

支
給

す
る

旅
費

 
外

国
旅

行
の

例
に

準
じ

、
議

会
の

議
員

が
遺

族
の

居
住

地
と

死
亡

地
と

の
間

を

往
復

す
る

も
の

と
し

て
計

算
し

た
旅

費
 

２
 

遺
族

が
前

項
に

規
定

す
る

旅
費

の
支

給
を

受
け

る
順

位
は

、
第

1
0
条

第

２
項

に
規

定
す

る
順

序
に

よ
り

、
同

順
位

者
が

あ
る

場
合

に
は

、
年

長
者

を
先

に
す

る
。

 

 （
旅

費
の

支
給

額
の

上
限

）
 

第
2
6
条

 
こ

の
条

例
の

規
定

に
基

づ
く

旅
費

の
支

給
に

お
い

て
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

種
目

の
旅

費
の

支
給

額
は

、
そ

れ
ぞ

れ
に

定
め

る
額

を
合

計
し

た
額

と
す

る
。

 

(
１

)
 

鉄
道

賃
、

船
賃

、
航

空
賃

及
び

そ
の

他
の

交
通

費
（

第
1
8
条

第
５

号
に

掲
げ

る
費

用
に

係
る

も
の

を
除

く
。
）

 
第

1
5
条

第
１

項
各

号
、

第

1
6
条

第
１

項
各

号
、

第
1
7
条

第
１

項
各

号
並

び
に

第
1
8
条

第
１

号
か

ら

第
４

号
ま

で
及

び
第

６
号

に
掲

げ
る

各
費

用
に

つ
い

て
、

当
該

各
条

及

び
第

1
4
条

の
規

定
に

よ
り

計
算

し
た

額
と

現
に

支
払

っ
た

額
を

比
較

し
、

当
該

各
費

用
の

い
ず

れ
か

少
な

い
額

を
合

計
し

た
額

 

(
２

)
 

宿
泊

費
、

包
括

宿
泊

費
及

び
渡

航
雑

費
 

当
該

各
種

目
に

つ
い

て
、

第
1
4
条

、
第

1
9
条

、
第

2
0
条

及
び

第
2
2
条

の
規

定
に

よ
り

計
算

し
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た
額

と
現

に
支

払
っ

た
額

を
比

較
し

、
当

該
各

種
目

の
い

ず
れ

か
少

な

い
額

を
合

計
し

た
額

 

 （
旅

費
の

調
整

）
 

第
2
7
条

 
略

 

 

（
旅

費
の

調
整

）
 

第
８

条
 

略
 

 

（
旅

費
の

返
納

）
 

第
2
8
条

 
旅

費
の

支
出

又
は

支
払

を
す

る
者

（
以

下
「

支
出

担
当

職
員

等
」

と
い

う
。
）

は
、

旅
行

者
が

こ
の

条
例

の
規

定
に

違
反

し
て

旅
費

の
支

給
を

受
け

た
場

合
に

は
、

当
該

旅
費

を
返

納
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

旅
行

者
が

こ
の

条
例

の
規

定
に

違
反

し
て

旅
費

の
支

給
を

受
け

た
場

合

に
は

、
支

出
担

当
職

員
等

は
、

前
項

に
規

定
す

る
返

納
に

代
え

て
、

当
該

支
出

担
当

職
員

等
が

そ
の

後
に

お
い

て
そ

の
者

に
対

し
支

出
し

、
又

は
支

払
う

議
員

報
酬

又
は

旅
費

の
額

か
ら

、
当

該
旅

費
に

相
当

す
る

金
額

を
差

し
引

く
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

 

（
旅

費
の

請
求

手
続

）
 

第
2
9
条

 
旅

費
の

請
求

手
続

は
、

議
長

が
別

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 

 

（
そ

の
他

の
費

用
弁

償
）

 
（

そ
の

他
の

費
用

弁
償

）
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第
3
0
条

 
第

９
条

第
２

号
の

費
用

は
、

議
会

の
議

員
が

職
務

を
行

う
た

め
要

し
た

と
議

長
が

認
め

る
費

用
に

つ
い

て
、

現
に

支
払

っ
た

額
を

弁
償

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

第
９

条
 

旅
費

の
ほ

か
、

議
会

の
議

員
が

職
務

を
行

う
た

め
要

し
た

費
用

に

つ
い

て
は

、
現

に
支

払
っ

た
額

を
弁

償
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

 
（

費
用

弁
償

の
支

給
）

 

第
1
0
条

 
前

４
条

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

費
用

弁
償

の
支

給
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、
議

長
が

別
に

定
め

る
。

 

 

（
委

任
）

 

第
3
1
条

 
略

 

（
委

任
）

 

第
1
1
条

 
略

 

 
 

附
 

則
 

（
施

行
期

日
）

 

１
 

こ
の

条
例

は
、

令
和

７
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
経

過
措

置
）

 

２
 

改
正

後
の

鳥
取

県
議

会
議

員
の

議
員

報
酬

、
期

末
手

当
及

び
費

用
弁

償
に

関
す

る
条

例
（

以
下

「
改

正
後

条
例

」
と

い
う

。
）

の
規

定
は

、
こ

の
条

例
の

施

行
の

日
（

以
下

「
施

行
日

」
と

い
う

。
）

以
後

に
旅

行
命

令
を

発
す

る
旅

行
に

つ
い

て
適

用
し

、
施

行
日

前
に

旅
行

命
令

を
発

し
た

旅
行

に
つ

い
て

は
、

な
お

従
前

の
例

に
よ

る
。

た
だ

し
、

施
行

日
前

に
旅

行
命

令
を

発
し

、
か

つ
、

施
行

日
以

後
に

当
該

旅
行

命
令

を
変

更
す

る
旅

行
に

つ
い

て
は

、
改

正
後

条
例

の
規

定
は

、
当

該
旅

行
の

う
ち

当
該

変
更

の
日

以
後

の
期

間
に

対
応

す
る

分
に

つ
い

て
適

用
し

、
当

該
旅

行
の

う
ち

当
該

変
更

の
日

前
の

期
間

に
対

応
す

る
分

に
つ

い
て

は
、

な
お

従
前

の
例

に
よ

る
。
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３
 

改
正

後
条

例
第

1
0
条

第
３

項
及

び
第

４
項

の
規

定
は

、
こ

れ
ら

の
項

に
規

定
す

る
者

が
同

条
第

１
項

及
び

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
旅

費
の

支
給

を
受

け
る

こ

と
が

で
き

る
場

合
に

つ
い

て
適

用
す

る
。

 

４
 

改
正

後
条

例
第

2
8
条

の
規

定
は

、
改

正
後

条
例

の
規

定
に

違
反

し
て

旅
費

の
支

給
を

受
け

た
場

合
に

つ
い

て
適

用
す

る
。
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議員提出議案第５号 

 

   鳥取県議会個人情報保護条例の一部を改正する条例 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

 

  令和７年３月24日 

 

 

広 谷 直 樹       伊 藤   保 

尾 崎   薫       鹿 島   功 

浜 田 一 哉       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       中 島 規 夫 

銀 杏 泰 利 
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鳥
取

県
議

会
個

人
情

報
保

護
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
 

 

鳥
取

県
議

会
個

人
情

報
保

護
条

例
（

令
和

４
年

鳥
取

県
条

例
第

3
7
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
、

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

 
 

（
定

義
）

 

第
２

条
 

略
 

２
～

９
 

略
 

1
0
 

こ
の

条
例

に
お

い
て

「
特

定
個

人
情

報
」

と
は

、
行

政
手

続
に

お
け

る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
5
年

法
律

第
2
7
号

。
以

下
「

番
号

利
用

法
」

と
い

う
。
）

第
２

条
第

９
項

に

規
定

す
る

特
定

個
人

情
報

を
い

う
。

 

1
1
～

1
4
 

略
 

 

（
定

義
）

 

第
２

条
 

略
 

２
～

９
 

略
 

1
0
 

こ
の

条
例

に
お

い
て

「
特

定
個

人
情

報
」

と
は

、
行

政
手

続
に

お
け

る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
5
年

法
律

第
2
7
号

。
以

下
「

番
号

利
用

法
」

と
い

う
。
）

第
２

条
第

８
項

に

規
定

す
る

特
定

個
人

情
報

を
い

う
。

 

1
1
～

1
4
 

略
 

 

（
利

用
及

び
提

供
の

制
限

）
 

第
1
2
条

 
略

 

２
～

４
 

略
 

５
 

保
有

特
定

個
人

情
報

に
関

し
て

は
、

第
２

項
第

２
号

か
ら

第
４

号
ま

で

（
利

用
及

び
提

供
の

制
限

）
 

第
1
2
条

 
略

 

２
～

４
 

略
 

５
 

保
有

特
定

個
人

情
報

に
関

し
て

は
、

第
２

項
第

２
号

か
ら

第
４

号
ま

で
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の
規

定
は

適
用

し
な

い
も

の
と

し
、

次
の

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ら

の
規

定
中

同
表

の
中

欄
に

掲
げ

る
字

句
は

、
同

表
の

右
欄

に
掲

げ
る

字
句

と
す

る
。

 

 
略

 

第
3
9
条

第
１

項

第
１

号
 

又
は

第

1
2
条

第

１
項

及

び
第

２

項
の

規

定
に

違

反
し

て

利
用

さ

れ
て

い

る
と

き
 

第
1
2
条

第
５

項
の

規
定

に
よ

り
読

み
替

え
て

適

用
す

る
同

条
第

１
項

及
び

第
２

項
（

第
１

号
に

係
る

部
分

に
限

る
。
）

の
規

定
に

違
反

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
と

き
、

番
号

利
用

法
第

2
0
条

の
規

定
に

違
反

し
て

収
集

さ
れ

、
若

し
く

は
保

管
さ

れ
て

い
る

と
き

、
又

は
番

号
利

用
法

第
2
9
条

の

規
定

に
違

反
し

て
作

成
さ

れ
た

特
定

個
人

情
報

フ
ァ

イ
ル

（
番

号
利

用
法

第
２

条
第

1
0
項

に
規

定
す

る
特

定
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
を

い
う

。
）

に

記
録

さ
れ

て
い

る
と

き
 

 
略

 
 

及
び

第
3
0
条

の
規

定
は

適
用

し
な

い
も

の
と

し
、

次
の

表
の

左
欄

に
掲

げ

る
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

規
定

中
同

表
の

中
欄

に
掲

げ
る

字
句

は
、

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
字

句
と

す
る

。
 

 
略

 

第
3
9
条

第
１

項

第
１

号
 

又
は

第

1
2
条

第

１
項

及

び
第

２

項
の

規

定
に

違

反
し

て

利
用

さ

れ
て

い

る
と

き
 

第
1
2
条

第
５

項
の

規
定

に
よ

り
読

み
替

え
て

適

用
す

る
同

条
第

１
項

及
び

第
２

項
（

第
１

号
に

係
る

部
分

に
限

る
。
）

の
規

定
に

違
反

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
と

き
、

番
号

利
用

法
第

2
0
条

の
規

定
に

違
反

し
て

収
集

さ
れ

、
若

し
く

は
保

管
さ

れ
て

い
る

と
き

、
又

は
番

号
利

用
法

第
2
9
条

の

規
定

に
違

反
し

て
作

成
さ

れ
た

特
定

個
人

情
報

フ
ァ

イ
ル

（
番

号
利

用
法

第
２

条
第

９
項

に
規

定
す

る
特

定
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
を

い
う

。
）

に

記
録

さ
れ

て
い

る
と

き
 

 
略

 
 

 
 

（
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
簿

の
作

成
及

び
公

表
）

 

第
1
7
条

 
略

 

２
 

前
項

の
規

定
は

、
次

に
掲

げ
る

個
人

情
報

フ
ァ

イ
ル

に
つ

い
て

は
、

適

（
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
簿

の
作

成
及

び
公

表
）

 

第
1
7
条

 
略

 

２
 

前
項

の
規

定
は

、
次

に
掲

げ
る

個
人

情
報

フ
ァ

イ
ル

に
つ

い
て

は
、

適
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用
し

な
い

。
 

(
１

)
 

次
に

掲
げ

る
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
 

ア
 

議
会

の
議

員
若

し
く

は
議

員
で

あ
っ

た
者

又
は

職
員

若
し

く
は

職

員
で

あ
っ

た
者

に
係

る
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
で

あ
っ

て
、

専
ら

そ
の

人
事

、
議

員
報

酬
、

給
与

若
し

く
は

報
酬

若
し

く
は

福
利

厚
生

に
関

す
る

事
項

又
は

こ
れ

ら
に

準
ず

る
事

項
を

記
録

す
る

も
の

（
議

長
が

行
う

職
員

の
採

用
試

験
に

関
す

る
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
を

含
む

。
）

 

イ
～

キ
 

略
 

(
２

)
・

(
３

)
 

略
 

３
 

略
 

 

用
し

な
い

。
 

(
１

)
 

次
に

掲
げ

る
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
 

ア
 

議
会

の
議

員
若

し
く

は
議

員
で

あ
っ

た
者

又
は

職
員

若
し

く
は

職

員
で

あ
っ

た
者

に
係

る
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
で

あ
っ

て
、

専
ら

そ
の

人
事

、
議

員
報

酬
、

給
与

又
は

報
酬

、
福

利
厚

生
に

関
す

る
事

項
そ

の
他

こ
れ

ら
に

準
ず

る
事

項
を

記
録

す
る

も
の

（
議

長
が

行
う

職
員

の
採

用
試

験
に

関
す

る
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
を

含
む

。
）

 

イ
～

キ
 

略
 

(
２

)
・

(
３

)
 

略
 

３
 

略
 

 

（
開

示
請

求
権

）
 

第
1
9
条

 
何

人
も

、
こ

の
条

例
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

議
長

に
対

し
、

自
己

を
本

人
と

す
る

保
有

個
人

情
報

の
開

示
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

 

２
 

略
 

 

（
開

示
請

求
権

）
 

第
1
9
条

 
何

人
も

、
こ

の
条

例
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

議
長

に
対

し
、

議
会

の
保

有
す

る
自

己
を

本
人

と
す

る
保

有
個

人
情

報
の

開
示

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

略
 

 

（
開

示
請

求
等

を
し

よ
う

と
す

る
者

に
対

す
る

情
報

の
提

供
等

）
 

第
5
0
条

 
議

長
は

、
開

示
請

求
、

訂
正

請
求

又
は

利
用

停
止

請
求

（
以

下

「
開

示
請

求
等

」
と

い
う

。
）

を
し

よ
う

と
す

る
者

が
そ

れ
ぞ

れ
容

易
か

つ

（
開

示
請

求
等

を
し

よ
う

と
す

る
者

に
対

す
る

情
報

の
提

供
等

）
 

第
5
0
条

 
議

長
は

、
開

示
請

求
、

訂
正

請
求

又
は

利
用

停
止

請
求

（
以

下

「
開

示
請

求
等

」
と

い
う

。
）

を
し

よ
う

と
す

る
者

が
そ

れ
ぞ

れ
容

易
か

つ
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的
確

に
開

示
請

求
等

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

保
有

個
人

情
報

の
特

定
に

資
す

る
情

報
の

提
供

そ
の

他
開

示
請

求
等

を
し

よ
う

と
す

る
者

の
利

便
を

考
慮

し
た

適
切

な
措

置
を

講
ず

る
も

の
と

す
る

。
 

的
確

に
開

示
請

求
等

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

保
有

個
人

情
報

の
特

定
そ

の
他

開
示

請
求

等
を

し
よ

う
と

す
る

者
の

利
便

を
考

慮
し

た
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

附
 

則
 

こ
の

条
例

は
、

令
和

７
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
た

だ
し

、
第

1
2
条

第
５

項
の

改
正

規
定

（
同

項
の

表
の

改
正

規
定

を
除

く
。

）
、

第
1
7
条

第
２

項
の

改

正
規

定
、

第
1
9
条

第
１

項
の

改
正

規
定

及
び

第
5
0
条

の
改

正
規

定
は

、
公

布
の

日
か

ら
施

行
す

る
。
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議員提出議案第６号 

 

   鳥取県議会会議規則の一部を改正する規則 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

 

  令和７年３月24日 

 

 

広 谷 直 樹       伊 藤   保 

尾 崎   薫       鹿 島   功 

浜 田 一 哉       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       中 島 規 夫 

銀 杏 泰 利 
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鳥

取
県

議
会

会
議

規
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
則

 

 

鳥
取

県
議

会
会

議
規

則
（

昭
和

3
1
年

鳥
取

県
会

規
則

第
１

号
）

の
一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
、

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

 
 

（
欠

席
の

届
出

）
 

第
２

条
 

議
員

は
、

公
務

、
疾

病
、

出
産

（
配

偶
者

の
出

産
を

含
む

。
）
、

育

児
、

介
護

、
看

護
そ

の
他

の
や

む
を

得
な

い
事

由
の

た
め

出
席

で
き

な
い

と

き
は

、
そ

の
理

由
を

付
け

、
当

日
の

開
議

時
刻

ま
で

に
議

長
に

届
け

出
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

略
 

 

（
欠

席
の

届
出

）
 

第
２

条
 

議
員

は
、

公
務

、
疾

病
、

出
産

、
育

児
、

介
護

そ
の

他
の

や
む

を

得
な

い
事

由
の

た
め

出
席

で
き

な
い

と
き

は
、

そ
の

理
由

を
付

け
、

当
日

の

開
議

時
刻

ま
で

に
議

長
に

届
け

出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 ２
 

略
 

（
休

会
）

 

第
1
1
条

 
略

 

２
 

略
 

３
 

議
会

の
議

決
が

あ
っ

た
と

き
又

は
議

長
が

特
に

緊
急

の
必

要
が

あ
る

と

認
め

る
と

き
は

、
休

会
の

日
で

も
会

議
を

開
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

（
休

会
）

 

第
1
1
条

 
略

 

２
 

略
 

３
 

議
会

の
議

決
が

あ
っ

た
と

き
、

又
は

議
長

が
特

に
緊

急
の

必
要

が
あ

る

と
認

め
る

と
き

は
、

休
会

の
日

で
も

会
議

を
開

く
こ

と
が

で
き

る
。
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（
会

議
の

開
閉

）
 

第
1
2
条

 
略

 

２
 

議
長

が
開

議
を

宣
告

す
る

前
又

は
散

会
、

中
止

若
し

く
は

休
憩

を
宣

告

し
た

後
は

、
何

人
も

議
事

に
つ

い
て

発
言

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 

 

（
会

議
の

開
閉

）
 

第
1
2
条

 
略

 

２
 

議
長

が
開

議
を

宣
告

す
る

前
、

又
は

散
会

、
中

止
若

し
く

は
休

憩
を

宣

告
し

た
後

は
、

何
人

も
議

事
に

つ
い

て
発

言
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

 

（
付

託
事

件
を

議
題

と
す

る
時

期
及

び
委

員
長

報
告

）
 

第
3
6
条

 
略

 

２
 

委
員

会
が

審
査

又
は

調
査

を
し

た
事

件
が

議
題

と
な

っ
た

と
き

は
、

委

員
長

が
そ

の
経

過
及

び
結

果
を

報
告

す
る

。
 

 

（
付

託
事

件
を

議
題

と
す

る
時

期
）

 

第
3
6
条

 
略

 

 

（
修

正
案

を
議

題
と

す
る

時
期

）
 

第
3
7
条

 
委

員
長

の
報

告
が

終
わ

っ
た

と
き

又
は

委
員

会
の

付
託

を
省

略
し

た
と

き
は

、
議

長
は

、
修

正
案

を
議

題
と

す
る

。
 

 （
委

員
会

の
審

査
又

は
調

査
期

限
）

 

第
4
1
条

 
略

 

２
 

略
 

３
 

前
２

項
の

期
限

ま
で

に
審

査
又

は
調

査
を

終
わ

ら
な

か
っ

た
と

き
は

、

そ
の

事
件

は
、

第
3
6
条

第
１

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
議

会
に

お
い

て

審
議

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
修

正
案

を
議

題
と

す
る

時
期

）
 

第
3
7
条

 
委

員
長

の
報

告
が

終
わ

っ
た

と
き

、
又

は
委

員
会

の
付

託
を

省
略

し
た

と
き

は
、

議
長

は
、

修
正

案
を

議
題

と
す

る
。

 

 （
委

員
会

の
審

査
又

は
調

査
期

限
）

 

第
4
1
条

 
略

 

２
 

略
 

３
 

前
２

項
の

期
限

ま
で

に
審

査
又

は
調

査
を

終
わ

ら
な

か
っ

た
と

き
は

、

そ
の

事
件

は
、

第
3
6
条

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

議
会

に
お

い
て

審
議

す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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（
委

員
会

の
中

間
報

告
）

 

第
4
2
条

 
議

会
は

、
委

員
会

の
審

査
又

は
調

査
中

の
事

件
に

つ
い

て
、

特
に

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
中

間
報

告
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

略
 

 

（
委

員
会

の
中

間
報

告
）

 

第
4
2
条

 
議

会
は

、
委

員
会

の
審

査
又

は
調

査
中

の
事

件
に

つ
い

て
、

特
に

必
要

が
あ

る
と

き
は

、
中

間
報

告
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

略
 

 

（
再

審
査

の
た

め
の

付
託

）
 

第
4
3
条

 
議

会
は

、
委

員
会

の
審

査
又

は
調

査
を

経
て

報
告

さ
れ

た
事

件

で
、

な
お

審
査

又
は

調
査

の
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

更
に

そ
の

事

件
を

同
一

又
は

他
の

委
員

会
に

付
託

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

（
再

審
査

の
た

め
の

付
託

）
 

第
4
3
条

 
委

員
会

の
審

査
又

は
調

査
を

経
て

報
告

さ
れ

た
事

件
で

、
な

お
審

査
又

は
調

査
の

必
要

が
あ

る
と

き
は

、
議

会
は

、
更

に
そ

の
事

件
を

同
一

の

委
員

会
又

は
他

の
委

員
会

に
付

託
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

（
質

疑
又

は
討

論
の

終
結

）
 

第
5
5
条

 
略

 

２
・

３
 

略
 

４
 

賛
否

各
２

人
以

上
の

発
言

が
あ

っ
た

後
又

は
甲

方
が

２
人

以
上

発
言

し

て
乙

方
に

発
言

の
要

求
者

が
な

い
と

き
は

、
議

員
は

、
討

論
終

結
の

動
議

を

提
出

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

５
 

略
 

 

（
質

疑
又

は
討

論
の

終
結

）
 

第
5
5
条

 
略

 

２
・

３
 

略
 

４
 

賛
否

各
２

人
以

上
の

発
言

が
あ

っ
た

後
、

又
は

甲
方

が
２

人
以

上
発

言

し
て

乙
方

に
発

言
の

要
求

者
が

な
い

と
き

は
、

議
員

は
、

討
論

終
結

の
動

議

を
提

出
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

５
 

略
 

 

（
終

了
報

告
）

 
（

委
員

長
報

告
）
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第
6
9
条

 
委

員
長

は
、

事
件

の
審

査
又

は
調

査
を

終
了

し
た

と
き

は
、

そ
の

旨
を

議
長

に
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

第
6
9
条

 
委

員
長

は
、

委
員

会
に

お
け

る
審

査
又

は
調

査
の

経
過

及
び

結
果

を
議

会
に

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 

（
指

定
者

以
外

の
退

場
）

 

第
8
6
条

 
秘

密
会

を
開

く
議

決
が

あ
っ

た
と

き
は

、
議

長
は

、
傍

聴
人

及
び

議
長

の
指

定
す

る
者

以
外

の
者

を
議

場
及

び
傍

聴
席

の
外

に
退

去
さ

せ
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

（
指

定
者

以
外

の
退

場
）

 

第
8
6
条

 
秘

密
会

を
開

く
議

決
が

あ
っ

た
と

き
は

、
議

長
は

、
傍

聴
人

及
び

議
長

の
指

定
す

る
者

以
外

の
者

を
退

場
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 

（
出

席
停

止
の

期
間

）
 

第
1
0
4
条

 
出

席
停

止
は

、
５

日
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
た

だ
し

、
数

個
の

懲
罰

事
犯

が
併

発
し

た
場

合
又

は
既

に
出

席
を

停
止

さ
れ

た
者

に
つ

い
て

そ
の

停
止

期
間

中
に

更
に

懲
罰

事
犯

が
生

じ
た

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

（
出

席
停

止
の

期
間

）
 

第
1
0
4
条

 
出

席
停

止
は

、
５

日
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
た

だ
し

、
数

個
の

懲
罰

事
犯

が
併

発
し

た
場

合
、

又
は

す
で

に
出

席
を

停
止

さ
れ

た
者

に
つ

い
て

そ
の

停
止

期
間

中
に

更
に

懲
罰

事
犯

が
生

じ
た

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

 
 

附
 

則
 

こ
の

規
則

は
、

公
布

の
日

か
ら

施
行

す
る

。
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議員提出議案第７号 

 

   高額療養費について今後も自己負担を引き上げないことを求める意見書 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

 

  令和７年３月24日 

 

 

村 上 泰二朗       坂 野 経三郎 

浜 田 妙 子       尾 崎   薫 

興 治 英 夫       伊 藤   保 
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高額療養費について今後も自己負担を引き上げないことを求める意見書 

 

高額療養費制度は、治療が長期にわたる患者の方々などにとって命綱であり、制度の拡

充を目指すべきである。一旦は、政府は高額療養費制度を見直し、2025年８月から３回に

分けて、自己負担の上限額を引き上げることを決定した。 

しかし、石破総理大臣は患者団体との面会や熟議の国会における立憲民主党をはじめと

した野党との国会論戦を通じて、高額療養費の自己負担を引き上げないよう実施を凍結す

るという英断にいたったところである。 

高額療養費の自己負担引上げは、低所得者はもとより、治療が長期にわたる患者やその

家族に甚大な影響を及ぼすものであり、がんや難病の患者など、制度を利用する当事者の

方々からは、「治療が受けられず、生活が成り立たなくなる」、「治療が継続できなければ死

を待つしかない」、といった悲痛な声が数多く上がっている。 

また、現在、既に税と社会保険料を合わせた国民負担率が50％に近い水準まで上昇し可

処分所得が減り、賃上げが物価上昇に及ばず、実質所得が３年連続マイナスとなっている。

このようななかで、高額療養費の自己負担額を引き上げることは、生死に直結する治療を

必要とする国民に、治療中止を強いる可能性もあり、極めて慎重な判断を要するものであ

る。 

よって、政府に対し、当事者の方々の命と暮らしを守るため、患者団体の声を踏まえた

総理の英断を踏まえて、今後も高額療養費の自己負担については引き上げないことを強く

求める。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和３年10月11日 

                          鳥 取 県 議 会 
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衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

総 務 大 臣  

内 閣 官 房 長 官 

様 
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議員提出議案第８号 

 

   高額療養費制度の自己負担引き上げの撤回を求める意見書 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

 

  令和７年３月24日 

 

 

前 住 孝 行       山 川 智 帆 

市 谷 知 子 
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高額療養費制度の自己負担引き上げの撤回を求める意見書 

 

高額療養費制度は、大きな病気や事故で高額な医療費がかかった際、患者の年収に応じ

て自己負担月額の上限を設けるものであり、全世代にとって欠かせないセーフティネット

である。 

現在、開会中の第217回通常国会に提出された新年度予算案には、当初、高額療養費制度

について、多数回該当者の自己負担引き上げや低所得者も含め、全ての所得層において３

年間で段階的に自己負担月額の上限を大幅に引き上げることが盛り込まれていた。しかし、

がん患者や難病患者などから「治療が続けられない」「命綱を断ち切るものだ」という切迫

した声が上がったため、政府は、2026年度以降の制度の在り方については、「2025年秋まで

に患者団体の意見を承った上で、増大する高額療養費を能力に応じてどのように分かち合

うかという観点から改めて方針を検討し、決定したい」として、見直しを行う意向を示す

一方で、2025年８月からの患者負担の引き上げは予定通り実施するとし、新年度予算案は

修正されることなく衆議院を通過した。しかし、その後の参議院での審議を踏まえ、総理

が患者団体と面会し、2025年８月からの患者負担の引き上げも凍結することとなった。た

だし、あくまで凍結であって、前述したように、今秋までに再検討することとされており、

「患者負担引き上げ」の根が絶たれたわけではない。 

2025年８月から予定されていた負担増は、70歳未満の多くが該当し、全国約4,120万人が

対象となる約370万円～770万円の年収区分では、自己負担額の上限が月額80,100円から

88,200円に約10％も増額されるほか、70歳以上の最も高い年収区分では、月額57,600円か

ら60,600円に増額されるなど、患者やその家族の生活に大きな影響を与えるものであった。 

現在のがん治療は、長期にわたって継続して治療を受けることを前提とした治療方法や

治療薬が増えており、患者とその家族の中には、仕事や日常生活を続けながら、毎月一定

の医療費を支払い、ぎりぎりの生活を余儀なくされている方も少なくなく、自己負担が増

えれば、生活そのものが成り立たなくなり、治療の継続を断念せざるを得なくなる患者や

家族が生じる危険性があることから、命にかかわる重大な問題である。 

よって、政府に対し、当事者の方々の命と暮らしを守るため、高額療養費制度の自己負
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担引き上げを撤回することを強く求める。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和３年10月11日 

                          鳥 取 県 議 会 

 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

総 務 大 臣  

財 務 大 臣  

厚 生 労 働 大 臣 

様 
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議員提出議案第９号 

 

   東京一極集中の是正に向けた抜本的な改善策を求める意見書 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

 

  令和７年３月24日 

 

 

広 谷 直 樹       伊 藤   保 

尾 崎   薫       鹿 島   功 

浜 田 一 哉       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       中 島 規 夫 

銀 杏 泰 利 
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東京一極集中の是正に向けた抜本的な改善策を求める意見書 

 

我が国は既に本格的な人口減少社会に突入しており、特に地方においては、出生数の減

少に加え、進学や就職を契機に若者が地方から東京都をはじめとする都市部へ流出してい

くことで地域の活力が削がれ、地域産業の衰退を招き、さらには将来にわたる基本的な生

活基盤の維持さえも危ぶまれる状況すら現れてきている。 

加えて、過度な東京一極集中は、単に地方の人口減少につながるだけではなく、法人事

業税をはじめとする税源の偏在、イノベーションの促進に必要な多様性の確保、大規模災

害時の大学、企業、政府機関等のリスク分散や、過度な集積により悪化する生活環境の改

善といった観点からも、必ず是正しなければならない問題である。 

新型コロナウイルス感染症の拡大を経て、大都市の過密な生活環境の改善、地方への企

業機能の分散、テレワーク導入の加速など、生活様式・労働環境に対する国民の意識が大

きく変化している今こそ地方創生を実現し、国全体の人口減少が続く中でも、都市部だけ

でなく地方においても経済・社会の成長を図り、我が国全体の持続的な発展と競争力を確

保するため、過度な東京一極集中を必ず是正しなければならない。 

よって、国においては、改めてこれを日本全体の構造的な問題と捉え、交通・医療・買

物を始めとし、地方でも住民が持続可能な安定した暮らしを営み、また、全ての自治体で

恒久的な行政サービスの提供を可能とする税財政の改革、地方経済の発展や若者の雇用創

出につながる企業や大学の地方移転の促進、中央省庁の地方分散など、地方創生２．０を

推進し、東京一極集中の是正に向けた抜本的な改善策を講ずるよう強く要請する。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和３年10月11日 

                          鳥 取 県 議 会 
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衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

総 務 大 臣  

財 務 大 臣  

文 部 科 学 大 臣 

経 済 産 業 大 臣 

様 




